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第4次長崎市水産振興計画策疋の王白

●長崎市では、上位計画である『長崎市第四次総合計画』をはじめとした全体計画のうち、水産分野の施策をより具体化し、今後の水産業の目指

すべき姿とその実現方法を示すため、現行の『第3次長崎市水産振興計画(平成 28年度~令和2年度※)』を策定し、審議会において当該計画

の進行管理及び検証等を行いながら、計画推進を行ってきた。

※「長崎市第四次総合計画」に合わせ、計画終期を令和2年度としてぃたが、新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、「長崎市第四次総合計画」の計画

終期が1年延長されたことに伴い、令和3年度まで計画終期を延長した。

●その結果、藻場の回復や漁協等の施設整備・更新が一定図られたが、水産資源の減少や漁業者の高齢化及び担い手不足など、依然として厳し
い状況が続いている。

●また、近年の水産業を取り巻く環境は、人口減少の加速化や激甚化する自然災害、新型コロナウィルス感染症の感染拡大、1CTやA1等の活用に

よるスマートフK産業の進展、SDGS(持続可能な開発目標)の達成に向けた取組の推進など大きく変化してぃる。

●県において、令和3年3月に、長崎県水産業振興基本計画(令和3年度~令和7年度)が策定され、基本理念を「多様な人材が活躍し、環境変

化に強い持続可能な水産業と賑わいのある漁村づくり」とし、重点的に取り組むべき6つの基本目標を掲げてぃる。
デーー

【長崎県水産業振興基本計画の基本目標】

①漁村地域の生産力を支える多様な人材の確保・育成②環境変化に強く収益性の高い魅力ある漁業経営体の育成③県産水産物の国内外での販売力強化

④資源管理の推進による水産資源の持続可能な利用と漁場づくり⑤養殖業の成長産業化⑥多様な人材の活躍による漁村の賑わいや活力創出
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

●長崎市においては、これらの状況に加え、令和3年度に現行計画が終期を迎えることから、上位計画である「長崎市第五次総合計画」の策定と併

せ、今後の長崎市水産業のあり方と施策の展開を明確にするため、審議会による調査・恵見聴取・審議等を行いながら、『第 4 次長崎市水産振
興計画』を策定する。

長崎市第五次総合計画前期計画

第4次長崎市水産振興計画

水産分野における実践的回

国囲回回

水産基本計画(国)

長崎県水産業振興基本計画

喚
ら

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^■

長市第四次総合計画(後鯛

籍4次長師市水産振伺計画

の策定

市第玉次総合計画(鯛
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第4次長崎市水産振興計画の位置づけと計画期間

^■■■■
長崎市第四次総合計画[11力年:H23~R3]
私たちは『活力に満ち、発展し続けるまち』をめざします

後期基本き画[6力年:H28~尺3]
水産業で長崎の強みを活かします

●安定した水産資源の管理・回復を図ります

●やる気、収益性アップの経営体づくりを進めます

●新たな販路拡大や消費拡大を図ります

●長崎ならではの食材や食文化の魅力を発信します

●食育体験を推進し、食に対する意識の醸成を図ります

第3次長崎市水産振興三十画[H :

、

魚の美味しいまち長崎の強みを活かした水産業の発展

前期基本計画[4力年:R4~R刀
水産業を環境変化に強く活気のある持続可能な産業にします

●水産業の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体を育成します

●水産資源の管理・回復と機能性の高い漁港整備を進めます

●新たな販路拡大や消費拡大を図ります

●長崎ならではの食材や食文化に対する意識の醸成を図ります

長崎市第五次総合計画〔9力年:R4~R12]※現在策定中
私たちは『人や企業に選ぱれ、産業が進化し続けるまち』をめざします

後期基本計画

●1安定した水産資源の管理・回復を図ります

●Ⅱやる気、収益性アップの経営体づくりを進めます

●Ⅲ新たな販路拡大や消費拡大を図ります

●Ⅳ長崎独自の食材や食文化の魅力を発信します

●V食育体験を推進し、食に対する意識の醸成を図ります

. 第4次長崎市水産振興計画[R

..
.

水産業を環境変化に強く活気のある持続可能な産業にします

●水産業の生産性を高め、次世代を担う多様な経営体を育成します

●水産資源の管理・回復と機能性の高い漁港整備を進めます

●新たな販路拡大や消費拡大を図ります

●長崎ならではの食材や食文化に対する意識の醸成を図ります
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第4次長崎市水産振興計画の体系図

基本

施策
闘' 凡,

1 安定した

水産資源

の管理・回

復を図りま

す

Ⅱやる気、

収益性アッ

プの経営

体づくりを

進めます

水産基盤の総合

的信十画的な整備

有効な放流事業と適

切な水産資源の管理

による豊かな里海の

再生

次期計画のキーワード

Ⅲ新たな販

路拡大や

消賀拡大

を図ります

安定した収益性の高

い水産業経営の実現

第五次長崎市総合計画

・人や企業に選ぱれ、産業が進化
し続けるまち

収益性の高い養殖業

の振興

Ⅳ長崎独

自の食材

や食文化

の魅力を

発信します

長崎県水産業振咽

基本三画

・多様な人材が活躍し、環境変化
に強い持続可能な水産業と賑わ
いのある漁村づくり

水産物の付加価値を

高める水産加工業の

振興

基本

施策

地元水産物の消費

拡大の推進

V 食育体

験を推進

し、食に対

する意識

の醸成を

図ります

闘

,1CTや10T等を駆使した次世代型
漁業

「長崎の魚」の魅力

発信

水産業の

生産性を高

め、次世代

を担う多様

な経営体を

育成します

F.

SDGS

守寺続可能な開発目標)

・2030年までの国際目標(14 海
の豊かさを守ろうなど)

食育体験の推進、

食に対する意識の

醸成

新型コロナウイルス感染症

環境変化に強い水

産業経営の実現

水産資源

の管理・回

復と機能性

の局いj魚港

整備を進め

ます

・ボストコロナ

・新しい生活様式への対応

成長する養殖業の

実現

審議会意見等

水産物の付加価値

を高める水産加工

業の振興

・新規漁業者の増

・都市近郊型漁業

・後継者不足の解消

・漁業定着率の向上

・新たな販売システム

・コロナ対策

皿新たな販

路拡大や消

賀拡大を図

ります

水産資源の適切な

管理と豊かな里海

の再生

漁港施設の総合

的・計画的な整備

Ⅳ長崎ならて

はの食材や

食文化に対

する意哉の

酸成をりま

す

SDGS

海を大切にするまち

「長崎の魚」の魅力

発信と消費拡大

県外認知度向上

ターゲットを絞る

メニュー開発

直売所の改善

新たな販売システム

配送システム強化

さしみシティ

体験と食

水産物の日

シナジー効果

SDGS

・コロナ対策

駅周辺の開発事業

食の安全、安心

・連携(観光、DM0等)

長崎ならではの食

材や食文化の発信
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取組方針

環境変化1こ強い水産業経営の実現

成長する養殖業の実現

水産物の付加価値を局める水産加工

業の振岡

・1-0

1-1・②

1-1・③

取組

次世代を担う強い経営体づくり

担い手の育成と雇用の維持

新たな流通販売の展開

水産資源の適切な管理と豊かな里海

の再生

漁港施設の総合的・計画的な整備

効率的・先進的な養殖業への転換

養殖漁場の環境改善

災害に負けない経営体づくり

Ⅲ・1 「長崎の魚」の魅力発信と泊費拡大

竃●

加工原料の安定確保

消費者二ーズに対応した商品開発と販売体制

関連するSDGS

体験と食

食卓の日
長崎ならではの食材や食文化の発信

持続的な水産資源の維持・管理

漁場環境の保全・再生

0

・①

Ⅲ・1・②

Ⅲ・1・③

Ⅲ・1・④

漁港施設の整備

食の安全・安心、 HACCP

スマート水産業

新規漁業者の増、後継者不足の解消、漁業定着率の向上

コロナ対策、新たな販売システム、オープンイノヘーシヨン

官民一体となった「長崎の魚」の魅力発信

「長崎の魚」の観光資源としての顕在化

国内における「長崎の魚」の消費拡大

安全・安心な水産物の輸出イ足進

キーワード

スマート水産榮、養殖業の成長産業化

Ⅳ・1・②

体験による食文化への1弼¥の推進

多様な主体の参画による食に対する意識の醸成

コロナ対策

新たな資源 制

県外認知度向上、さしみシティ、多品種高品質

県外認知度向上、メニュー開発、 DM0との運携、インバウンド

直売所の販売強化

0
 
0
 
0

C
②
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第3次水産振興計画の体系
取組方針 取組

Π 11 強い経営体づくり

Ξ・1・②担い手の育成

い水産

Ⅱ・1・③水産業者の連携強化

Ξ・1・④水産物の供給体制の強化

n・2・①付加価値の高い養殖魚づくり

Π・2・②養殖漁場の環境保全

Ⅱ一1

安定した収益性の
経営の実現

食卓の日の継続に加え、取組内容に学校給食による食育と食に関するイベントの開催を追加

Ⅱ一2

収益性の高い

Ⅱ一3

水産物の付加価値を高める
水産加工の振興

殖業の振

1 -2

有効な放流適切な水
産源の理による豊かな
里海の再生

Π・3・①加工原料の安定確保

Ⅱ・3・②長崎らしい水産加工品の開発

1-2・①漁場環境の保全・再生

1-2・②効果的な水産種苗の放流

ト2・③適切な資源管理の推進

1-1・①漁場の造成

ト1・②漁港施設の整備

ト1・③水産種苗生産施設の整備

Ⅲ一1・①大都市圏を中心とした国内向け販路の拡大

Ⅲ 1・②安全・安心な水産物の輸出促進

Ⅲ・1一③食(魚)と観光を融合した域外からの誘客

Ⅲ・1・④地産地消の推進

Ⅳ・1・①「長崎の魚」の魅力づくり

Ⅳ・1一②域内における「長崎の魚」のファンづくり

第4次水産振興計画の体系
取組 取組方針

1 次代を担う強い経営体づくり

1-1・②担い手の育成と雇用の維持

1 -1

水産

な整

の総合的・計画的

1-1・③新たな流通販売の展開

ト2・①効率的・先進的な養殖業への転換

ト2・②養殖漁場の環境改善

ト2・③災害に負けない経営体づくり

ト3・①加工原料の安定確保

Ⅳ一1

「長崎の魚」の魅力発信

Ⅱ・1・①持続的な水産資源の維持・管理

弓
Ⅱ・1・②漁場環境の保全・再生

1 -1

環変化に強い水産

の実現

1-3一②消者二ーズに対応した商品開発と販売体制

V-1

食体験の推進、食に対す
る識の醸成

個別施策

経営

基本

施策

1 -2

成長す

Ⅳ一1一③域外に対する「魚の美味しいまち崎」のPR強化

V I

Ξ・2・①漁港施設の整備

殖業の実現

取組内容にスマート水産業の入を追加

水産業の生産
性をめ、次

世代を担う多

様な経営体を

成します

V-1一②多様な主体の参画による食に対する意識の醸成

1 -3

水産物の付加価を高める
水産加工の振興

体験活動を通じた食育の推進

取組内容に担い手の確保や就労環境の改善を追加

V・1・③地域の特性を活かした体験型交流の推進

Ⅲ 1-1 官民一体となった「長崎の魚」の魅力発信

各取組において、団体問の報連携を引き続き実施

ポストコロナを見据え、取組内容に通信販売等の新たな流通経路の構築を追加
オープンイノベーショノ方式による販売体制づくりの課題解決を追加

取組内容にスマート産業、陸上萎殖の入を追加

皿 1一②「長崎の魚」の観光資源としての顕在化

Ⅲ一1・③国内における「長崎の魚」の消費拡大

Ⅲ・1・④安全・安心な水産物の輸出促進

Ⅱ一 1

水産資源の適切な管理と豊
かな里海の再生

備考

Ⅱ一2

漁港施設の総合的計画的
な整

自然災害の激甚化に伴い追加

Ⅱ

水産源の
回復と機

能性のい漁
港整を進め
ます

ポストコロナを見据え、取組内容に通信販売等の導入を追加

Ⅳ1

漁業法の改正に伴う AC対象魚の拡大により、記載内容を変更

Ⅳ一1一②多様な主体の参画による食に対する識の醒成

体験による食文化への理解の推進

取組内容に海洋ゴミに対する対応について追加

資源管理の取組と併せて取り組むため、水産資源の維持・管理へ統合

現在の整備計画に合わせ、記載内容を変更

資源管理の取組と併せて取り組むため、水産資源の維持・管理へ統合

取組内容をさしみシティの推進に改める

Ⅳ一1

長崎ならではの食材や食文
化の発信

取組内容にDM0との連携について追加

国内の消費拡大として、大都市圏を中心とした国内向け販路の拡大と地産地消を統合

食品衛生法の改正により、HACCPの入が磯務化されたため、取組内容をHACCPの取褐
支援から輸出二ーズを満たす施設整備へ変更

Ⅳ

長崎ならでは

の食材や食文

化に対する

識の醸成を図

ります

消拡大に繋がる魅力発信を行うものとして、取組方針皿・1に統合

水
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業
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し
ま
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第4次長崎市水産振興計画の成果指標

基本施策

水産業を環境変化に強く活気
のある持続可能な産業にしま
す

漁業生産量

成果指標

長崎市内で売られている水
産物について新鮮さ、品数
に満足している市民の割合

水産業の生産性を高め、次世
代を担う多様な経営体を育成
します

市内産の水産物販売額

基準値

48,380 トン
(H28~30年度平均)

市内産水産物及び加工品購
入率

新規漁業就業者数

82.79"0

(R2年度)

水産資源の管理・回復と機能
生の高い漁港整備を進めます

目標値

50,799 トン
(R7年度)

583億円
(R元年度)

平均漁業所得

新たな販路拡大や●費拡大を
図ります

82.79"0

(R7年度)

4929"0

(R2年度)

機器等の導入件数

指標の説明
.地区内漁業者による各漁港への水揚総量

・「漁港港勢調査結果」により把握する。

・基準値から5%増を目標とする。

.市内で売られている水産物(新鮮さ・品数)に満足している市民の割合
・市民意識調査により把握する。

.直近5年間(H28~R2年度)の最高値を目標とする。

・市内産の水産物販売額

.市内8つの漁協からの報告(市内8漁協取扱金額)1こより把握する。
・過去3年間の最高値(H30年度)を目標とする。

・代表的な市内水産物及び加工品の市民の購入率
.ながさきの「食」市民意識調査により把握する。

.直近値から、過去4年間(H29~R2年度)の平均増加率の毎年度03%
増を目標とする

長崎ならではの食材や食文化
に対する意識の酵成を図ります

60.7億円

(R7年度)

ICT 等を活用したスマー
ト水産業の取組件数

6人

(R元年度)

漁場環境再生活動を行っ
た海域の藻場の被度

50.フツ0

(R7年度)

1β00千円
(H27~R元年度平均)

漁協取扱漁業生産量

9人

(R7年度)

20件

(R2年度)

市内農水産物直売所の売
上額

1,944 千円
(R7年度)

1件

(R2年度)

市内産水産物の市民認知
度

漁業に就業した者から離職者を除く人数
関係団体への照会により把握する。

直近5年間(H27~R元年度)の平均値を目標とする。

浜の活力再生プランによる漁業所得

プランの達成状況報告により把握する。

プランが5年間で所得を10%増させる計画であるため、基準値から8%
増を目標とする。

水産関係団体等が行う機器等の導入イ牛数

事業の実績報告により把握する。

基準値から10件増を目標とする。

スマート水産業の取組件数

事業の実績報告により把握する。

基準値から2件増加させることを目標とする。

水産多面的機能発揮対策支援事業で藻場の再生を行った藻場
事業実績により把握する。

肩折3年間(H29~R元年度)の最高値を目標とする。

市内8漁協{こおける漁業生産量

市内8漁協の地区内水揚量の合計
基準値を維持することを目標とする。

市内農水産物直売所の売上額の合計
直売所等への調査により把握する。

漕折3年間(H28~H30年度)の最高値を目標とする。

市内水産物の市民認知度

ながさきの「食」市民意識調査により把握する。
直近3年間(H30~R2年度)の最高値を目標とする。

43.99"0

(R元年度)

30件

(R7年度)

8,739 トン
(R元年度)

3件

(R7年度)

28.9 億円
(R元年度)

4479"0

(R7年度)

8,739 トン
(R7年度)

88.2,"0

(R2年度)

29.5 億円

(R7年度)

8829"0

(R7年度)

基
本
施
策

個
別
施
策



弟4欠長崎市水産振興計画策定までのスケジュー

R3.5.フ

R3.フ.1

第1回審議会開催

※新型コロナウイルス感染症拡大により中止

才審議会委員へ意見照会

委員改選

R3.8.5

R3.9

第2回審議会属催:素案の作成

体系の検討

R3.10 パブリックコメント募集

R3.12 第3回審議会催:最終案の検討

第4回審議会属催:最終案の作成R4.1

R4.2 市長報告

R4.3 市議会所管事項調査説明

第4次長崎市水産振興計画策定

市議会所管事項説明

2月議会

会報告

4月

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

上旬

中旬

下旬

5月

体系の検討

6月

.......ー...,

体系の検討

素案の検酎

7月

第1回密
・体系の検討

.ー.ーーーー...ー.J

8月

素案修正

・パブコメ広報依頼

9月

,...........

委員改選:

第2回審議会

案の作成

10月

,^^ー^ー^^^^ー^^

素案修正

1 1月

パプリッケコメント

1 2月

ーー""ー'ー"'凡

素案修正

最終案の検討

1月

9月

所

..ー.ー.ー..ー..ーー

^

2月

r-ーーーーーーーーーーー

項

終案修正

ι一ーーーーーーーーーーーーー

3月

第3回審議会

・最終案の検討

終案修正

パブリックコメント

第4回審譜会

終案の作成

11月議会

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

r-ーーーーーーーーーーー

11月議会

議会報告

ー
ー
ー
ー
,

■
■


